
▢ 新潟教区実践運動  仏事勤式研究部会作成 ▢
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念珠の持ち方《本願寺派 (お西 )の作法》

➏ 最後に一礼

➎ 礼   拝

◆念珠は普段左手に持ち、 房は自然に下に垂らし

　ます。 （ご不自由な方は可能な手で持ちます）

◆合掌の際は、両手の親指とひとさし指の間に

　念珠をかけ、親指で軽く押さえます。

　念珠の房は自然に下に垂らします。

◆「南無阿弥陀仏」とお念仏を称え礼拝します。

※浄土真宗では、手や珠をこすり合わせたり、

　音を鳴らしたりは致しません。

➋ 香をつまむ (一度だけ )

➌ 香炉の中にくべる
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